
む益信託ｍ井記念整形ﾀﾄ科学研究助成基金

平成27年度募集要項

熊06･募集案内Na3-3

１。趣旨と目的

ｍＲの圭命の維持とせ康の増まにとってま要であるＥ学の研ｼﾞEを助成するため、主として熊本県

内の大学、研究機関又は病院における整ぢ夕卜れ学ＲびリハビリテーションＥ学に関するま礎的、

ほ床め研究をめ成するためにぬ益ｲさ託をＲｔし、これにより研究者の育成とＥ学の振興に寄与す

ることを目的とします。

２．助成内容

研究助成

整形夕1ヽ科学及びリハビリテーションＫ学に関するま礎的、臨床的研究で有望かつ優秀と認めら

れるもの。

交流助成

・国内交流　学会シンポジウム等の回催又はこれらへの参加、受け入れなど。

・国際交流　海夕1ヽ出張、外ｍ人研究者来訪交流など。

その他助成

論ズの印刷、翻訳、ｉ版などに係る費用の榎助。

３.助成が象

原則として次のものに所属している研究者又はそのグループ。

（但し、優れた研究を行なっている者としてミ営委員会が認めたときは所属を問わない）

◇熊本県内の大学又はこれに付属する研究機関。

◇熊本県内の研究機関又は病院であって、国、ｔ方ぬﾖ眺回体、民法３４条によりＲ立された法人

又は法律により直接Ｒ立された法人に付属するもの（個人病院を除く）。

４．助成を額

上たＦ２．助成内容］に対する助成金は、１件肖たり、２５万Ｆ９～１００万F9とし、Ｊき委員会

で決定する。

５．Ｓ考と決定

まき・員会の審をきぢにまづき決定する。

６．申jムみ方法

所定の肋成串請書により申iムむ。

７．申jムみ締切り

平成27年4j30日（木）（肖日消印有効）

８．き考及び通知

募集締リJり後にＭ催する本基金ミ営委員会においてき考決定の上、平成27年6 71頃にその結果

をお加らせします。

９．助成金の交付

助成決定後すみやかに交付。

Ｉ０．報告の義務

「肋成を使用報告書」のを出を求める。

【申請書の提■先・回い合わせ先】

〒105-8574　東京都湊区た3-33-I
三井住友信託銀行リテール受託業務部ぬ益信だグループ
EE＃Ｅ念ま形外科学研究助成まを　申請ロ

ＴＥＬ　０３-5232-8910（■ｲ才：平日９ゆ～17時）ＦＡＸ　０３･5232･8919



ぬ益信託　EE井記念整ぢ外科学研究助成基金 受付
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J3力扉と申1清察

受託者　三年住友信だ銀そ株式会社御中

掲Ｈぬ益信おEによる助成金の給付を受けたく、下記のとおり申請します。
なお、この書類お載の氏名・住所等の個人情報について、運き委員会等へのを供に加えてイきだせミ人や主務
官庁等に開示することに回意します。
また、助成を決定しましたときは受給者の氏名・所属・肋成が象の研究テーマ・業績等についてぬ表される
場合があることに同意します。

年　　丿　　日

申

請

者

4-

個
人

氏

名

(フリガナ)

印
住　所

－

T

TEL　（　）　　ﾒぅｱﾄ"ﾚｽ

所属

機関

所属機関

所在地

－

T

TEL　（　）　　ﾒうｱﾄ"ﾚｽ

送付先
ゆほＳ果の,.通まn等を，自宅宛に郵送希・の場合は右欄に○を付けてください
(○が無い場合は所属機関宛にお送りします)

ｸﾞ
ﾉﾚ

ｌ
プ

45
称

1"h

な
者

氏名

印
住所　〒

TEL　（　）　　ﾒ-ﾙｱﾄ"

送付先

串請結果のご通加等をft表者ご住所な外に郵送希望の場合は宛先、住所をご記入ください
宛先

住所　i

TEL　（　）　　ﾒ-ﾙｱﾄ"ﾚｽ

助成希望
金額

－－－

万Pﾖ

助成

内容
１Ｗ・助成　　　２交流助成（ィ・国内交流　ロ・国際交流）
３その他の事業（　　　　　　　　　　　　　）

研究課題

研究の内容

ﾍﾞ銀行使用欄j
精
査

印

登

録
印

熊６号



申
請
き
Ｓ
Ｅ

助
成
金
の
使
途
予
定

ｇ
究
業
績

こ
の
申
鵠
喋
題
の
内
容
に
係
わ
ら
ず
、
最
近
３
ヶ
年
間
発
表
し
た

学
術
ｇ
Ｒ
ａ
ズ
、
Ｗ
書
４
を
Ｒ
ま
年
次
の
Ｓ
に
Ｅ
入
し
て
く
だ
さ
い
。

設備

消　　耗

旅
　
　
謝

そ　の

備品

品

費

金
　
　
他

学　協　会　aお　4S

助成金が支
給されるこ
ととなった
ときの助成
企振込口座

(フリガナ)

巻　そ

elﾓi･農協
信ｍ金庫

Ｒ表年(Ｓ暦)

口座flSIH普Ｒ預金・その他（

た店　口座あ義

）］口座番そ

９表論文あ・著書名
-

(裏fi)
---

の省附金ａ

いとします

か１

―よ
計
に

注）この申請でご提供いただくた名・住所等の個人情報については、肖基金の肋成事業のためのみに使jnします。また、助成
を決定しましたときは受給者のた名・Ｒ属・助成対象の研究テーマ・業績等についてな表する場合があります。
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